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名古屋営業所 ０５２-４０１-７０１１

今
日
、
い
わ
れ
を
知
ら
ず

に
そ
の
橋
を
渡
る
人
は
、
名

前
が
「
太
鼓
橋
」
と
知
っ
て

驚
く
か
も
し
れ
な
い
。
平
ら

な
桁
橋
だ
か
ら
だ
（
写
真
①

②
）。東京

の
Ｊ
Ｒ
目
黒
駅
（
や

や
こ
し
い
が
、
品
川
区
に
あ

る
）
を
降
り
て
目
黒
区
に
入

り
、
行
人
坂
（
ぎ
ょ
う
に
ん

ざ
か
）
を
下
る
。
左
手
に
ホ

テ
ル
雅
叙
園
東
京
を
見
て
、

そ
の
先
の
目
黒
川
に
架
か
る

橋
。
最
初
の
橋
は
、
江
戸
時

代
の
1
7
6
9
年
に
完
成
し

た
。
歌
川
広
重
が
浮
世
絵
に

描
い
て
い
る
（
写
真
③
）。

同
区
の
資
料
に
よ
る
と
、

長
さ
8
間
3
尺（
15
・
3
ｍ
）、

幅
2
間
（
3
・
6
ｍ
）
だ
っ

た
。
太
鼓
橋
と
聞
く
と
木
橋

か
と
思
い
が
ち
だ
が
、
こ
こ

は
石
橋
。
雅
叙
園
の
案
内
板

に
「
ア
ー
チ
形
の
石
橋
は
江

戸
の
中
で
も
他
に
例
が
な

く
、
目
黒
の
欧
風
文
化
の
第

一
号
と
さ
え
い
わ
れ
た
」
と

あ
る
。

江
戸
時
代
後
期
に
刊
行
さ

れ
た
地
誌
「
江
戸
名
所
図

会
」
は
、「
柱
を
用
ひ
ず

両
岸
よ
り
石
を
畳
み
出
し
て

橋
と
す

故
に
横
面
よ
り
こ

れ
を
望
め
ば
太
鼓
の
胴
に
髣

髴
（
ほ
う
ふ
つ
＝
よ
く
似
て

い
る
こ
と
）
た
り
」
と
書
い

て
い
る
（
国
会
図
書
館
の
資

料
に
よ
る
）。

柱
を
使
わ
な
い
、
つ
ま
り

橋
脚
が
な
く
、
両
岸
か
ら
せ

り
出
し
て
架
橋
し
た
と
は
、

刎
橋
（
は
ね
ば
し
）
の
仲
間

か
。
そ
れ
を
石
で
作
る
と

は
、
相
当
な
技
術
だ
。

橋
は
江
戸
市
中
か
ら
目
黒

不
動
へ
の
参
道
に
あ
る
か

ら
、
人
通
り
が
多
か
っ
た
こ

と
だ
ろ
う
。
行
人
坂
は
か
な

り
の
急
坂
で
あ
る
。
下
り
終

え
た
と
思
っ
た
ら
、
今
度
は

太
鼓
橋
の
登
り
。
帰
途
は
そ

の
逆
で
、太
鼓
橋
を
渡
る
と
、

急
な
登
坂
が
待
っ
て
い
た
。

広
重
の
描
い
た
雪
景
色
、

足
元
は
大
丈
夫
か
と
心
配
に

な
る
。

橋
は
何
回
か
の
架
け
替
え

を
経
て
、
1
9
9
1
年
（
平

成
3
年
）
に
現
在
の
橋
に
な

っ
た
。

鉄
塔
の
頂
部
か
ら
斜
め
に

張
ら
れ
た
ケ
ー
ブ
ル
が
、
架

設
部
材
を
引
っ
張
っ
て
い

く
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ケ
ー

ブ
ル
エ
レ
ク
シ
ョ
ン
架
設
に

す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
た
。

瀬
田
川
令
和
大
橋
（
滋
賀

県
）
の
現
場
見
学
会
。
大
阪

市
立
大
工
学
部
都
市
学
科
の

学
生
だ
っ
た
。
ま
ち
づ
く
り

に
関
心
が
あ
っ
て
都
市
計
画

の
ゼ
ミ
に
入
っ
た
が
、「
卒

論
で
行
き
詰
っ
て
」。

教
授
の
勧
め
で
橋
梁
工
学

研
究
室
に
移
っ
た
。「
構
造

系
は
得
意
だ
っ
た
の
で
」。そ

し
て
訪
れ
た
橋
長
1
7
6
ｍ

の
ニ
ー
ル
セ
ン
ロ
ー
ゼ
が
、

進
路
を
固
め
て
く
れ
た
。
施

工
者
の
高
田
機
工
に
入
る
き

っ
か
け
に
も
な
っ
た
。

「
橋
梁
は
ま
ち
づ
く
り
の

要
素
の
1
つ
。
シ
ン
ボ
ル
に

な
り
、
地
域
貢
献
に
つ
な
が

る
」。
迷
い
は
な
か
っ
た
。

入
社
し
て
す
ぐ
設
計
照
査

を
補
助
し
た
群
馬
県
の
烏
川

橋
で
は
、
自
ら
関
わ
っ
た
橋

梁
の
実
物
を
初
め
て
見
る
こ

と
に
。「
小
さ
な
構
造
変
更

で
し
た
が
、
き
ち
ん
と
反
映

さ
れ
て
感
動
し
ま
し
た
」。

「
担
当
」
と
な
っ
た
の
は

2
年
目
。
滋
賀
県
の
野
洲
川

を
渡
河
す
る
橋
で
、
客
先
提

出
用
の
資
料
を
上
司
に
教
わ

り
な
が
ら
1
人
で
作
っ
た
。

「
緊
張
し
や
す
い
性
格
だ
か

ら
」
と
、
客
先
へ
向
か
う
前

に
上
司
と
想
定
問
答
ま
で
。

準
備
万
端
の
は
ず
だ
っ
た

が
、
答
え
ら
れ
な
い
質
問
が

あ
っ
た
。
上
司
が
流
ち
ょ
う

に
説
明
し
た
姿
が
忘
れ
ら
れ

な
い
。「
私
も
い
つ
か
は
」。

そ
の
後
、金
野
高
架
橋（
愛

知
県
）、
茨
木
亀
岡
線
橋
梁

（
大
阪
府
）
と
経
験
を
積
ん

で
き
た
。「
周
囲
か
ら
信
頼

さ
れ
る
技
術
者
に
な
れ
る
よ

う
に
」

夢
は
故
郷
、
福
岡
県
に
橋

を
架
け
る
こ
と
。「
大
好
き

な
ア
ー
チ
橋
で
」
と
も
。
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太太
鼓鼓
橋橋
（（
東東
京京
・・
目目
黒黒
区区
））

�
私
も
い
つ
か
は
�

高
田
機
工

こ

ざ
い

せ
ん

じ
�

技
術
本
部

設
計
部
設
計
課

古
財
千
寿
さ

ん

１

２

仮組検査で

２
年
後
に
大
が
か
り
な
補
修
を
予
定

同
区
の
橋
梁
長
寿
命
化
修

繕
計
画
に
よ
る
と
、
橋
長
27

・
2
ｍ
、
幅
員
12
・
8
ｍ
の

鋼
橋
。
2
年
後
に
主
桁
と
床

版
、
下
部
工
、
支
承
の
補
修

と
、
大
が
か
り
な
工
事
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

桁
橋
は
見
た
目
が
派
手
で

は
な
い
か
ら
か
。
あ
る
い

は
、
昔
懐
か
し
い
名
前
が
か

え
っ
て
邪
魔
し
て
い
る
の

か
。
相
当
な
橋
マ
ニ
ア
と
見

受
け
ら
れ
る
人
の
ブ
ロ
グ

に
、
厳
し
い
声
が
あ
っ
た
。

「
今
の
橋
は
ま
こ
と
に
味

気
な
い
。
も
う
少
し
何
と
か

な
ら
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ

る
」
と
。

石
の
使
い
方
や
橋
詰
の
造

り
な
ど
、
工
夫
し
た
デ
ザ
イ

ン
だ
と
思
う
の
だ
が
、
市
民

の
見
方
は
シ
ビ
ア
で
、
緊
張

さ
せ
ら
れ
る
。（
随
時
掲
載
）

お
断
り

「
令
和
2
年
度

土
木
学
会
選
奨
土
木
遺

産
」
休
み
ま
し
た
。

３

寒
月
や

僧
に
行
き
合
ふ

橋
の
上

前
号
に
登
場
し
た
太
祇

（
た
い
ぎ
）
と
京
都
で
交

流
し
て
い
た
与
謝
蕪
村
。

「
菜
の
花
や

月
は
東
に

日
は
西
に
」
と
同
様
、

い
か
に
も
写
実
の
人
ら
し

く
、
情
景
を
ス
ッ
と
差
し

出
す
。
冬
の
月
が
照
ら
す

橋
の
上
で
、
僧
侶
に
出
会

っ
た
。
ひ
ね
く
れ
た
人
な

ら
、「
だ
か
ら
、
何
？
」
と

聞
き
返
す
か
も
知
れ
な

い
。
で
も
、
そ
の
場
面
が

絵
画
の
よ
う
に
浮
か
ぶ
。

「
寒
月
」
の
強
い
響
き
と

相
ま
っ
て
、
僧
の
凛
と
し

た
た
た
ず
ま
い
も
伝
わ
っ

て
来
る
か
ら
不
思
議
だ
。

蕪
村

（８）2021年（令和３年）２月１日（月曜日）橋 梁 通 信第69号（毎月1日・15日）�橋梁通信社


